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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
り
、
初
め
て

数
日
間
公
務
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
年
末
か
ら
予
防
接
種
を
そ
ろ
そ

ろ
と
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
不
足
と
忙
し
さ
を
言
い
訳
に
延
ば

し
延
ば
し
に
し
て
い
た
の
が
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
予
防
接
種
を
し

た
の
は
発
症
の
３
日
前
、
ワ
ク
チ
ン
が

効
き
だ
す
ま
で
に
は
確
か
２
週
間
位
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
も
っ

と
早
く
接
種
し
て
い
れ
ば
と
反
省
し
き

り
で
す
。

そ
ん
な
折
、
自
宅
静
養
中
に
読
ん
だ

雑
誌
で
興
味
深
い
記
事
に
接
し
ま
し

た
。
順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
で
日
本

体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
で

も
あ
る
小
林
弘
幸
先
生
の
｢と
に
か
く

歩
く
｣と
い
う
話
で
す
。
人
は
歩
け
な

く
な
っ
た
ら
、
体
も
心
も
脳
も
衰
え
て

し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
し
て
歩
か
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
下
肢
、
特
に
大

腿
部
(太
も
も
)が
老
い
る
と
い
う
こ
と

…
。
こ
こ
の
筋
肉
群
は
身
体
を
支
え
る

だ
け
で
な
く
、
重
力
に
逆
ら
っ
て
下
肢

に
た
ま
り
や
す
い
血
液
を
心
臓
に
送
り

出
す
と
い
う
重
要
な
機
能
を
担
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
人
は
歩
く
こ
と
が
大
事
、

と
解
説
し
て
い
ま
し
た
。

よ
く
１
日
１
万
歩
と
聞
き
ま
す
が
、

厳
格
に
捉
え
す
ぎ
る
と
忙
し
い
日
常
生

活
の
中
で
い
さ
さ
か
負
担
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
で
も
最
新
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
運
動
は
細�

�

切�

れ
で
も
い
い
し
、

１
週
間
で
７
万
歩
に
近
づ
く
だ
け
で
も

効
果
は
あ
る
の
だ
と
か
。
例
え
ば
自
宅

か
ら
駅
ま
で
歩
か
な
く
て
も
、
駅
の
一

つ
か
二
つ
手
前
の
停
留
所
で
バ
ス
を
降

り
て
も
い
い
の
で
す
。
健
康
長
寿
に
向

け
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
で
も
い

い
、
そ
う
考
え
る
と
も
っ
と
気
軽
に
で

き
そ
う
で
す
。

市
で
は
、
昨
年
開
催
し
た
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
を
記
念
し
て
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介
し
た
｢健
康

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣も
発
行
し
ま
し
た
し
、

県
で
も
、
｢10
年
で
健
康
寿
命
日
本
一
｣

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

よ
う
で
す
。
ま
た
、
秋
田
魁
新
報
の
紙

面
で
は
、
｢運
動
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
｣と
題

す
る
連
載
で
、
介
護
予
防
の
た
め
の
ス

ク
ワ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
お
り
、
私

も
毎
日
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
稿�

�

を
執
筆
し
て
い
る
今

は
２
月
中
旬
。
平

�
�
�

昌�
�
�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

い
よ
い
よ
佳
境
を
迎
え
て
い
ま
す
。
昨

夜
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
１
千
500
メ

ー
ト
ル
の
髙
木
美
帆
選
手
が
銀
メ
ダ

ル
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
髙
梨
沙
羅
選

手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
両

選
手
と
も
、
輝
か
し
い
実
績
を
持
ち
、

周
囲
か
ら
も
実
力
を
認
め
ら
れ
な
が

ら
、
前
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
代
表

に
な
れ
な
か
っ
た
り
、
優
勝
候
補
筆
頭

と
目�

�

さ
れ
な
が
ら
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
り

と
大
き
な
挫
折
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
悔
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
の
今

大
会
で
の
活
躍
に
、
心
か
ら
｢お
め
で

と
う
｣と
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

数
々
の
感
動
を
生
ん
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
中
、
暦

�
�
�

は
弥
生

�

�

�

３
月
へ
。
時
折
、
雪
道
で
足
元
に
注
意

が
必
要
な
日
も
あ
り
ま
す
が
、
フ
キ
ノ

ト
ウ
が
顔
を
出
せ
ば
青
空
も
広
が
っ
て

き
ま
す
。
待
ち
望
む
春
は
も
う
す
ぐ
。

キ
リ
ッ
と
背
筋
を
伸
ば
し
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
、
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
。

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

歩
い
て
健
康
長
寿

健康づくりに｢歩くべあきた｣｢いいあん
べぇ体操｣といった市の事業や、ねんりんピックの開催を記
念して発行した｢秋田市健康ハンドブック｣(市保健所、各市
民サービスセンターなどで配布)も参考にしてください
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｢秋
田
市
は
ず
む
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣

言
｣が
10
年
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
、
２
月
２
日
に
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
記
念
事
業
と
し
て
昨
年

実
施
し
た
、
地
区
体
育
協
会
対
抗
交
流

大
会
の
表
彰
式
を
行
い
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
･ゴ
ル
フ
、
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
の
各
大
会
ご
と
に
加
え
、
総
合
成
績

の
上
位
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋田市の観光PRに強力助っ人！

市政トピックス

２月１日、元祖爆笑王さんに委嘱状を手渡しました

秋
田
市
へ
の
観
光
客
の
さ
ら
な
る

増
加
を
図
る
た
め
、
秋
田
県
出
身
で

放
送
作
家
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
中

の
元
祖
爆
笑
王
さ
ん
を
｢秋
田
市
観
光

Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
｣に
任
命
し
、
委

嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

元
祖
爆
笑
王
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

も
｢こ
れ
が
秋
田
だ
！
 食
と
芸
能
大

祭
典
｣の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務

め
る
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
集
客

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
観
光
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任

を
期
に
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て

く
る
の
か
、
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み

で
す
！
　

地
元
農
産
品
で
新
メ
ニ
ュ
ー
！

今
年
度
の
｢17
歳

の
６
次
産
業
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
｣で
は
、

河
辺
、
雄
和
、
太
平

山
周
辺
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
新
た
な

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を

め
ざ
し
ま
し
た
。

約
10
か
月
に
わ
た

る
取
り
組
み
の
結
果
、
完
成
し
た
商

品
は
下
記
の
４
品
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も

各
地
域
に
ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
！
 ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

商
品
と
販
売
施
設

ダ
リ
ア
パ
フ
ェ
(470
円
)▼
ヴ
ィ
ラ
フ
ロ

ー
ラ
(雄
和
)　
つ
ぶ
っ
と
ま
め
こ
ま
あ

い
す
(280
円
)▼
ヴ
ィ
ラ
フ
ロ
ー
ラ
･雄
和

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
･ユ
ア
シ

ス
(雄
和
)、
彩
菜
館
(泉
)、
あ
ぐ
り
ん

な
か
い
ち
(中
通
)　
ゆ
き
ん
こ
ぷ
れ
ー

と
(880
円
)▼
ク
ア
ド
ー
ム
 ザ
･ブ
ー
ン

(仁
別
)　
み
ど
り
の
中
の
温
泉
カ
レ
ー

(850
円
)▼
ユ
フ
ォ
ー
レ
(河
辺
)

●はずむスポーツ都市宣言…｢健康｣｢感動｣｢協力｣を合い言葉
に、多くの市民がスポーツに親しめる環境づくりをめざす取
り組み。平成20年12月に市議会で決議されました

祝10周年！〝はずむスポーツ都市宣言〟

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

地
域
の
絆
づ
く
り
を

★
記
念
事
業
の
総
合
順
位
地
区
名

①
大
住
 ②
旭
川
 ③
泉

★
各
競
技
ご
と
の
順
位
地
区
名

グ
ラ
ウ
ン
ド
･ゴ
ル
フ
▼

①
浜
田
 ②

雄
和
 ③
大
住
　
８
人
制
バ
レ
ー
▼

①
外
旭
川
 ②
飯
島
 ③
港
北
、
飯
島

南
　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
▼

①
外
旭
川
 ②

勝
平
 ③
旭
川
　
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
▼

①
新
屋
 ②
泉
 ③
大
住

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
(８
８
８
)５
６
１
１

ス
ポ
ま
る

｢17歳の６次産業化プロジェクト｣商品完成

●17歳の６次産業化プロジェクト…金足農業、秋田商業、秋田
工業の生徒が協力して、地元農産品を活用した商品開発を行
う企画。今回で６回目となり、17人が参加しました

問
い
合
わ
せ

産
業
企
画
課
☎
(８
８
８
)５
７
２
５

問
い
合
わ
せ

観
光
振
興
課
☎
(８
８
８
)５
６
０
２
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３月24日(土)12:00〜、旧土崎支所跡
地に地域待望の｢秋田市土崎みなと歴史
伝承館｣がオープンします。 館内には、
曳
� �

山
� �

(置山)や｢秋田街道絵巻｣のタッチモ
ニター、空襲で被爆した倉庫の一部移築
など、土崎の歴史を体感できる展示物の
ほか、無料で利用できる学習室、企画展
示室なども設置しています。

見て、触れて、学んで、土崎地区がぐっ
と身近に感じられる｢秋田市土崎みなと歴
史伝承館｣へ、ぜひお越しください！

 

 

開館時間u9:00〜17:00(オープン初日は12:00開館)
休館日u火曜日(火曜が祝日の場合は翌日)、年末年始　
住所u〒011-0945 土崎港西三丁目10-27　
問い合わせu土崎みなと街づくり協議会

☎(838)4244･FAX(838)4245

◆オープンまでは、企画調整課まちづくり担当☎(888)5462
◆大型バスでお越しの場合は、事前にご連絡ください

｢秋田市土崎みなと歴史伝承館｣は、地
域の自治活動に取り組んでいる地元団体
からなる｢土崎みなと街づくり協議会｣が
指定管理者として業務を担うことから、
地域とより連携を図った運営が期待され
ます。

加えて、曳山行事に欠かせないお囃子と
踊りの練習の場としての活用や、平和の講
演会の開催など、地域資源を生かした、住
民主体の人づくり、まちづくり、にぎわい
づくりを推進していきます。

地域の人づくり、
まちづくり、
にぎわいづくりを
めざして

周辺地図
入館無料

　

　

学習室(２部屋通しの状態)

■展示室･ホールなどの概要

３
月
24
日
(土)
オ
ー
プ
ン
！
 秋
田
市
土
崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館



昭和時代の懐かしい写真を閲覧できます

曳
山
の
展
示

イ
メ
ー
ジ

平和

先の大戦で、多く
の犠牲を出した土崎

空襲に関連する資料などを展示します。
当時、空襲の標的となり被爆した旧日本石油

秋田製油所の倉庫の一部を移築したほか、空襲
による被爆範囲が分かるジオラマ(模型)や、投
下された爆弾の不発弾、空襲で亡くなった児童
が着ていた学童服などを展示する予定です。

また、２階へつながる階段を教室風のスペー
スとして、団体や学校の平和学習にも利用する

ことができます。
なお、土崎空襲の講
話なども行います
ので、ご希望の場合
は事前にお問い合
わせください。

ユネスコ無形文化
遺産である｢土崎神

明社祭の曳山行事｣を紹介します。現在の祭り
では、電線があるため曳山の高さは約4.5mに制
限されていますが、ここでは約10mもある実物
(置

� �

山
� �

)が展示されます。
また、祭り当日の様子を、９面マルチビジョ

ン(3.7ｍ×２m)で随時放映しています。ナレー
ションは、秋田ゆかりの女優･壇

� �

蜜
� �

さんです。
伝承室とつながる入口には、曳山を奉納する
37町内会の町紋が入った提灯がズラリと並ぶ
ほか、昔の祭りの写真や神事の様子をデータに
して、閲覧可能なタッチモニターも設置してい
ます。

曳山展示ホール

空襲展示ホール

広報あきた　平成30年３月２日号５

階
段
教
室

土崎神明社の神紋と市の市章、37町内の町紋提灯がズラリ！

北
前
船
の
パ
ネ
ル
イ
メ
ー
ジ
図
。

今
秋
、
実
物
の
10
分
の
１
の
模
型

も
設
置
す
る
予
定
で
す

被
害
の
甚
大
さ
を
今
に
伝
え
る
焼
け
た
柱
。
表
紙
に

掲
載
し
た
左
下
の
写
真
も
同
じ
も
の
で
す

祭りの担い手育成のため、曳
山の組み立ての練習やお囃子･

踊りの練習などができるスペースです。

伝承室

文
化

日本遺産に認定された
北前船の大型パネル(3.6

ｍ×3.3m)が、来館者をお迎えします。
展示室には、土崎地区の歴史と文化の歩みが

一目でわかる歴史年表や、｢古代｣｢中世｣｢北前
船｣｢近世｣｢近代｣の各時代ごとの解説を見るこ
とができるタッチモニターのほか、江戸時代の
土崎港の繁栄を描いた｢秋田街道絵巻｣を原寸大
で再現したタッチモニターも設置しています。

常設展示室

祭
り
祭
り



６

●
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
▼

｢秋
田

市
立
地
適
正
化
計
画
｣に
お
け
る

｢都
市
機
能
誘
導
区
域
内
｣、
お
よ

び
秋
田
市
商
店
街
連
盟
に
加
盟
す

る
商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
へ
の

新
規
出
店
に
補
助
し
ま
す

●
第
141
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
関
係

経
費
▼

10
月
30
日
～
11
月
５
日
、
ア

ル
ヴ
ェ
を
主
会
場
に
、
農
業
を
メ

イ
ン
と
し
た
食
や
観
光
が
連
携
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

●
ア
ン
ダ
ー
40
正
社
員
化
促
進
事
業

▼

非
正
規
雇
用
者
を
正
規
雇
用
に

転
換
し
た
企
業
へ
年
額
20
万
円
を

３
年
間
補
助
す
る
事
業
の
対
象
年

齢
を
、
｢35
歳
未
満
ま
で
｣か
ら
｢40

歳
未
満
ま
で
｣に
拡
充
し
ま
す

●
秋
田
犬
ふ
れ
あ
い
事
業
▼

国
内
外

で
知
名
度
が
高
い
秋
田
犬
と
ふ
れ

あ
え
る
場
を
千
秋
公
園
に
設
置

し
、
秋
田
市
へ
の
来
訪
者
の
お
も

て
な
し
向
上
に
つ
な
げ
ま
す

●
(仮
称
)新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
構
想

策
定
協
議
会
負
担
金
▼

整
備
内
容

を
検
討
す
る
た
め
の
新
た
な
協
議

の
場
と
し
て
設
置
す
る
協
議
会
の

負
担
金

●
河
辺
墓
地
施
設
の
復
旧
▼

昨
年
７

月
の
豪
雨
に
よ
る
被
害
の
復
旧
工

事
を
行
い
ま
す

●
緑
の
基
本
計
画
の
策
定
▼

平
成
20

年
策
定
の
計
画
を
改
定
し
ま
す

●
御
所
野
配
水
場
緊
急
遮
断
弁
整
備

事
業
▼

災
害
時
に
お
け
る
非
常
用

の
飲
料
水
確
保
と
、
配
水
管
破
損

後
の
流
出
水
に
よ
る
二
次
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
整
備
し
ま
す

予算案の概要は、ホームページでもご覧いただけます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/fn/mn/

財政課☎(888)5466問い合わせ

｢新
･県
都
『
あ
き
た
』
成
長
プ
ラ

ン
｣推
進
計
画
に
掲
げ
る
５
つ
の
将

来
都
市
像
に
沿
っ
て
、
お
も
に
新
規

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

将
来
都
市
像
２

緑
あ
ふ
れ
る
環
境
を

備
え
た
快
適
な
ま
ち

秋田市立地適正化計画＝コンパクトな市街地形成に向けた実施計画

写
真
提
供
：
大
館
市
役
所

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
｢新
･県
都
『
あ
き
た
』
成
長
プ
ラ
ン
｣【
第
13
次
秋
田
市
総
合
計
画
】
に
掲
げ
た
施
策
･事

業
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
の
重
点
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

予
算
案
は
、
現
在
開
会
中
の
市
議
会
定
例
会
で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
新
規
事
業
を
中
心
に
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成21年に秋田市で開催されたとき
の種苗交換会の様子

将
来
都
市
像
別
に
み
る
新
規
事
業

＊
平
成
30
年
度
の
お
も
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
継
続
分
も
含
め
、
議
決
後
に
改
め
て

広
報
あ
き
た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成30年度当初予算案
全体予算額
2,302億1,688万６千円

【前年度比1.1％減】

将
来
都
市
像
１

豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
ま
ち



７ 広報あきた　平成30年３月２日号

【
会
計
別
の
予
算
額
】

◆
一
般
会
計
▼

１
千
277
億
３
千
万
円

県
･市
連
携
文
化
施
設
整
備
事
業
や
中

小
企
業
金
融
対
策
事
業
が
増
加
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
・

４
％
増

◆
特
別
会
計
▼

687
億
５
千
445
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
財
政
運

営
の
主
体
が
県
へ
移
行
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
７
・
３
％
減

◆
企
業
会
計
▼

337
億
３
千
243
万
６
千
円

下
水
道
事
業
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事

業
会
計
の
建
設
改
良
事
業
の
増
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
比
３
・
０
％
増

●
空
き
家
定
住
推
進
事
業
▼

市
の
｢空

き
家
バ
ン
ク
｣に
登
録
し
た
空
き
家

を
購
入
し
た
移
住
者
が
行
う
、
空

き
家
の
改
修
な
ど
の
費
用
を
補
助

す
る
事
業
。
新
た
に
｢秋
田
市
立
地

適
正
化
計
画
｣の
｢居
住
誘
導
区
域

内
｣に
お
い
て
、
市
内
在
住
者
が
利

用
す
る
場
合
も
対
象
と
し
ま
す

●
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
導
入
▼

土
崎
地
区
を
モ
デ
ル

に
、
津
波
発
生
時
の
避
難
行
動
を

映
像
な
ど
で
学
ぶ
体
験
学
習
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す

●
奨
学
金
返
還
へ
の
助
成
▼

看
護
師

に
対
し
、
市
内
医
療
機
関
へ
の
就

職
な
ど
を
要
件
と
し
て
、
奨
学
金

返
還
を
助
成
し
ま
す

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

助
成
▼

乳
児
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
胃
腸
炎
の
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
、
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す

●
ド
ロ
ー
ン
の
整
備
▼

災
害
時
の
情

報
収
集
用
の
ド
ロ
ー
ン
お
よ
び
映

像
伝
送
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す

●
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
促
進
▼

介
護

従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
導
入

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

●
第
１
子
保
育
料
を
無
償
化
▼

平
成

30
年
４
月
２
日
以
降
に
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
世
帯
を
対
象
に
、
一
定

の
所
得
制
限
の
も
と
第
１
子
の
保

育
料
を
無
償
化
し
ま
す

●
奨
学
金
返
還
へ
の
助
成
▼

保
育
士

な
ど
に
対
し
、
市
内
認
可
保
育
所

へ
の
就
職
な
ど
を
要
件
と
し
て
、

奨
学
金
返
還
を
助
成
し
ま
す

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備

費
を
補
助
▼

備
品
購
入
や
修
繕
な

ど
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

に
対
し
補
助
し
ま
す

●
障
が
い
者
共
生
社
会
実
現
関
連
経

費
▼

｢秋
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
条
例
｣の
周
知
･啓
発
や
、
相
談

体
制
を
整
備
し
ま
す

●
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
▼

中

央
･東
部
･南
部
の
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
各
地
域

づ
く
り
組
織
と
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
、
市
民
協
働
に
よ
る
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す

●
金
足
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
(仮
称
)の
建
設
▼

老
朽
化
し
た
金

足
地
域
セ
ン
タ
ー
を
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
し
ま

す
(平
成
31
年
度
ま
で
)

●
旧
松
倉
家
住
宅
の
修
復
整
備
▼

県

指
定
有
形
文
化
財
の
同
住
宅
(旭

南
)を
一
般
公
開
な
ど
で
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
整
備
に
向
け
た

実
施
設
計
を
行
い
ま
す

●
旧
県
立
美
術
館
活
用
事
業
▼

美
術

館
の
改
修
工
事
設
計
を
行
う
と
と

も
に
、
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す

●
｢バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界
グ
ラ
ン
プ

リ
(仮
称
)｣の
開
催
準
備
▼

平
成
30

年
度
か
ら
４
年
連
続
で
開
催
す
る

国
際
大
会
に
必
要
な
環
境
整
備
を

行
い
ま
す

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業
▼

プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
す

●
中
学
校
ト
イ
レ
環
境
改
善
事
業
▼

和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
改
修
し
ま

す
。
対
象
は
18
校

一般会計の構成比歳入 歳出

将
来
都
市
像
３

健
康
で
安
全
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

将
来
都
市
像
５

人
と
文
化
を
は
ぐ
く

む
誇
れ
る
ま
ち

藩政期の町屋形式を今に伝
える住宅。明治39年建築。
建物内には内蔵も

災害対策本部室の大画面モニター

将
来
都
市
像
４

家
族
と
地
域
が
支
え

あ
う
元
気
な
ま
ち



貸
出
施
設
･子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
も

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
票
の
写
し
な

ど
を
交
付
す
る
自
動
交
付
機
は
、
北
部
･

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
は
使
用
で
き
ま
す
が
、

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

３
月
10
日
(土)
に
休
館
▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ

☎
(８
４
５
)２
２
６
１

３
月
17
日
(土)
に
休
館
▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ

☎
(８
８
８
)８
０
８
０

３
月
18
日
(日)
に
休
館
▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ

☎
(８
３
８
)１
２
１
２

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
土
崎
図
書
館

は
、
空
調
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
４

月
１
日
(日)
か
ら
６
月
30
日
(土)
ま
で
休
館

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
出
張
所
を
開
設
し
ま
す

４
月
３
日
(火)
か
ら
６
月
30
日
(土)
ま

で
、
予
約
し
た
本
や
一
部
図
書
の
貸
し

出
し
･返
却
、
新
聞
･雑
誌
の
閲
覧
な
ど

が
で
き
る
臨
時
出
張
所
を
、
北
部
市
民

Ｓ
Ｃ
内
に
開
設
し
ま
す
。

利
用
時
間
▼

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

(土
･日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
)

休
業
日
▼

毎
週
月
曜
(た
だ
し
、
４
月
30

日
(月)
は
利
用
で
き
ま
す
が
、
５
月
１
日

(火)
に
お
休
み
し
ま
す
)、
５
月
31
日
(木)

＊
臨
時
出
張
所
の
開
設
期
間
中
、
移
動

図
書
館
イ
ソ
ッ
プ
号
が
北
部
市
民
Ｓ

Ｃ
を
特
別
巡
回
し
ま
す
。
巡
回
日
程

は
、
次
回
広
報
あ
き
た
３
月
16
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
土
崎
図
書
館
☎
(８
４
５
)０
５
７
２

■
大
規
模
改
修
工
事
に
よ
り
休
館
中
の

外
旭
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
、
４
月
１
日
(日)
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
４
月
の
利
用

申
込
は
、
３
月
１
日
(木)
か
ら
、
外
旭

川
地
域
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
☎
(８
６
８
)１
５
０
０

(平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
)

＊
外
旭
川
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
31

日
(土)
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。

■
４
月
１
日
(日)
か
ら
、
上
新
城
地
域
セ

ン
タ
ー
を
コ
ミ
セ
ン
に
移
行
し
、
名

称
も
｢上
新
城
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
｣に
変
わ
り
ま
す
。
４
月

の
利
用
申
込
は
、
３
月
１
日
(木)
か

ら
、
同
地
域
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
☎
(８
７
０
)２
８
４
５

(平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
)

●
問
い
合
わ
せ

生
活
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
５

市
と
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、
市
民

協
働
で
取
り
組
む
事
業
の
提
案
を
募
集

し
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
は

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
(４
月
開

催
)を
行
い
、
そ
の
結
果
、
採
択
さ
れ
た

提
案
に
つ
い
て
は
、
市
と
協
定
を
締
結

し
、
事
業
化
を
図
り
ま
す
。

提
案
の
手
引
き
と
応
募
書
類
の
様
式

は
、
中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
各
市
民
Ｓ

Ｃ
、
市
民
交
流
サ
ロ
ン
(ア
ル
ヴ
ェ
３

階
)で
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼

市
内
で
活
動
し
て
い
る
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
公
益
社
団
法
人
な
ど
の
非
営
利
活

動
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
。
法
人

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
複
数
団
体

の
共
同
提
案
も
可

募
集
す
る
提
案
▼

提
案
者
の
強
み
を
生

か
し
た
、
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の

解
決
を
め
ざ
す
公
益
的
な
事
業

交
付
額
▼

事
業
に
直
接
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
最
大
100
万
円

申
込
期
限
▼

３
月
30
日
(金)
。
た
だ
し
、

３
月
16
日
(金)
ま
で
に
、
参
加
表
明
書
の

提
出
が
必
要
で
す

●
問
い
合
わ
せ
　

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
☎
(８
８
８
)５
６
４
２

都
市
計
画
道
路
西
北
一
号
線
ほ
か
１

路
線
道
路
築
造
工
事
に
伴
い
、
千
秋
城

下
町
地
内
に
あ
る
交
差
点
の
位
置
や
通

行
で
き
る
道
路
が
、
３
月
５
日
(月)
か
ら

変
わ
り
ま
す
。
停
止
線
、
横
断
歩
道
な

ど
の
位
置
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
通
行

す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
駅
東
地
区
土
地

区
画
整
理
工
事
事
務
所

☎
(８
３
４
)２
２
０
４

中央子育て交流ひろば

市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、下記ページをご覧ください。
u公式ホームページ　http://www.city.akita.akita.jp/
u公式ツイッター　https://twitter.com/akitacity
u秋田市役所Facebookページ　https://www.facebook.com/city.akita

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

市
民
Ｓ
Ｃ
が
保
守
点
検
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す

土
崎
図
書
館
が

４
月
か
ら
６
月
ま
で
休
館

千
秋
城
下
町
地
内
に
あ
る

交
差
点
位
置
を
変
更

市
民
協
働
事
業
の

提
案
を
募
集

外
旭
川
地
区
コ
ミ
セ
ン
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
＆

上
新
城
地
域
セ
ン
タ
ー
が

地
区
コ
ミ
セ
ン
に

８

新しく通行できる
ようになります

■=



通
学
路
で
の
街

頭
指
導
や
、
交
通

安
全
教
室
の
講
師

な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
交
通
指

導
隊
員
を
募
集
し

ま
す
。申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
▼

20
歳
〜
65
歳
で
、
市
内
に
在
住
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
か
た
(性
別
は

問
い
ま
せ
ん
)

●
問
い
合
わ
せ
　

交
通
政
策
課
☎
(８
８
８
)５
７
６
６

春
先
は
、
引

っ
越
し
な
ど
に

よ
り
、
ご
み
の

不
法
投
棄
が
多

く
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
に
よ
り
検
挙

さ
れ
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は

こ
れ
ら
の
併
科
(同
時
に
二
つ
)に
処
せ

ら
れ
ま
す
。
ご
み
は
、
出
し
方
を
よ
く

確
認
し
、
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
廃
棄
物
対
策
課

☎
(８
８
８
)５
７
１
３

な
く
そ
う
！
 

不
法
投
棄

監視カメラ
｢みてるくん｣

夜
間
も
休
ま
ず

監
視
中

９ 広報あきた　平成30年３月２日号

・
ま
ず
は
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う

・
変
化
に
気
づ
く
た
め
に
も
、
普
段
か
ら

あ
い
さ
つ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

＝
声
掛
け
の
例
＝

｢な
ん
だ
か
元
気
が
な
い
よ
う
だ
け
ど
、

ど
う
し
た
の
？
｣｢眠
れ
て
い
ま
す
か
？
｣

｢何
か
気
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
な
？
｣

３
月
と
９
月
は
秋
田
市
自
殺
対
策
強
化
月
間①

こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ッ
プ
講
座

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
呼
吸
法
や
ス

ト
レ
ッ
チ
の
実
技
指
導
。
先
着
30
人
。

日
時
▼

３
月
22
日
(木)
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
ま
ず
は
相
手
の
状
況
を

い
っ
た
ん
受
け
止
め
、
相

手
の
気
持
ち
や
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

・
相
手
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
、

心
情
に
応
じ
て
穏
や
か
な
対
応
を
心
掛

け
る

・
話
を
し
て
く
れ
た
こ
と
を
ね
ぎ
ら
う

・
安
易
な
励
ま
し
や
、
対
応
の
安
請
け
合

い
を
す
る
こ
と

・
相
手
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
対
し
て

｢た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
｣と
、
無
視

す
る
こ
と

・
単
に
｢死
ん
で
は
い
け
な
い
｣と
教
え
説

く
こ
と

・
相
談
を
受
け
た
か
た
も
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
専
門
機
関
へ

の
相
談
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。
問
題
が

大
き
く
な
る
前
に
、
早
め
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す

◆
身
近
な
人
の
変
化
に
気
が
つ
い
た
ら
 

◆
避
け
た
方
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
対
応

◆
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
た
め
早
め
の
相
談
を

関
連
講
座
の
開
催
と
各
種
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
①
〜
③
の
会
場
は
市
保
健
所

(八
橋
)で
、
申
し
込
み
は
健
康
管
理
課
へ

健
康
管
理
課
☎
(８
８
３
)１
１
８
０

♥

守
ろ
う
大
切
な
い
の
ち

平
成
28
年
の
秋
田
市
の
自
殺
者
数
は
62

人
、
自
殺
率
(人
口
10
万
人
に
対
す
る
自
殺
者

数
)は
19
･８
で
、
全
国
よ
り
高
い
値
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
の
か
た
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

市
で
は
、
｢誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
｣を
め
ざ
し
て
、

３
月
と
９
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
、
一
人
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
個
人
の
問
題

で
は
な
く
、
社
会
の
問
題
と
し
て
自
殺
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

尊
い
命
を
一
人
で
も
多
く
救
う
た
め
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
悩
み
や
相
談
を

打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
 

心
と
身
体
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う

②
精
神
科
医
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
相
談

原
則
通
院
し
て
い
な
い
か
た
が
対
象
で

す
。
ご
本
人
、
ま
た
は
関
係
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
定
員
各
２
人
。

日
時
▼

毎
月
第
１
･第
３
木
曜
、
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

③
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

心
の
問
題
を
抱
え
る
ご
本
人
が
、
問
題

解
決
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
定

員
各
３
人
。

日
時
▼

毎
週
水
曜
、
午
後
１
時
15
分
〜
５
時

④
保
健
師
な
ど
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談

電
話
相
談
で
す
。
来
所
相
談
を
希
望
す

る
か
た
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

交
通
指
導
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す



市
税
の
休
日
納
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
市
県
民
税
･固
定

資
産
税
･軽
自
動
車
税
の
納
付
の
ほ

か
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
▼

３
月
17
日
(土)
･18
日
(日)
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

会
場
▼

市
役
所
２
階
の
納
税
課

☎
(８
８
８
)５
４
８
１

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
か
た
に
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃

車
に
し
た
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
が
あ

る
か
た
は
、
３
月
30
日
(金)
ま
で
に
廃
車

の
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

廃
車
の
申
告
に
必
要
な
も
の
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
車
申
告
の
受
付
場
所

原
動
機
付
自
転
車
(125
cc
以
下
の
バ
イ

ク
)、
小
型
特
殊
自
動
車
(農
耕
作
業
用

の
も
の
を
含
む
)▼
市
民
税
課
☎
(８
８

８
)５
４
７
５
、
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
、
雄
和

市
民
Ｓ
Ｃ

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、

軽
二
輪
車
(125
cc
超
250
cc
以
下
の
バ
イ

ク
)▼
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会

☎
(８
９
６
)６
８
１
１

二
輪
の
小
型
自
動
車
(250
cc
超
の
バ
イ

ク
)▼
秋
田
運
輸
支
局

☎
０
５
０
-５
５
４
０
-２
０
１
２

◆
軽
自
動
車
税
の
｢経
年
車
重
課
｣

平
成
28
年
度
か
ら
、
最
初
の
新
規
検

査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
三
輪
以
上
の

軽
自
動
車
に
対
し
、
お
お
む
ね
20
％
税

率
が
上
乗
せ
さ
れ
る
経
年
車
重
課
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
度

は
、
車
検
証
の
初
度
検
査
年
月
が
平
成

17
年
３
月
以
前
の
車
両
が
対
象
で
す
。

◆
軽
自
動
車
税
の
｢グ
リ
ー
ン
化
特
例
｣

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査
を

受
け
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
で
、
一

定
の
環
境
性
能
を
有
す
る
も
の
は
、
グ

リ
ー
ン
化
特
例
(軽
課
)の
対
象
と
な

り
、
平
成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
一

定
割
合
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

市
民
税
課
☎
(８
８
８
)５
４
７
５

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。
入
札
保
証
金
は
、
入
札
金

額
の
100
分
の
５
以
上
。
現
地
説
明
は
３

月
５
日
(月)
に
実
施
し
ま
す
が
、
物
件
ご

と
に
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
日
時
▼

３
月
14
日
(水)
午
前
10
時

〜
。
受
け
付
け
は
９
時
〜
９
時
50
分

入
札
会
場
▼

市
職
員
研
修
棟
２
階

土
地
の
所
在
／
面
積
／
最
低
入
札
価
格

①
金
足
堀
内
字
神
田
27
番
３
／

586
･07
㎡
／
172
万
３
千
円

②
将
軍
野
南
五
丁
目
33
番
1124
／

70
･65
㎡
／
159
万
７
千
円

③
新
屋
元
町
641
番
１
／

603
･87
㎡
／
990
万
４
千
円

④
河
辺
三
内
字
野
崎
35
番
24
／

433
･48
㎡
／
318
万
７
千
円

⑤
河
辺
三
内
字
野
崎
35
番
26
他
１
筆
／

452
･63
㎡
／
332
万
７
千
円

●
問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
活
用
課

☎
(８
８
８
)５
４
３
９

一
般
不
妊
治
療
(人
工
授
精
な
ど
)、

特
定
不
妊
治
療
(体
外
受
精
、
顕
微
授

精
)の
治
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
▼

前
年
所
得
の
合
計
が
730
万
円
未

満
の
夫
婦

申
請
期
限
▼

３
月
31
日
(土)
(郵
送
可
)。

た
だ
し
、
治
療
終
了
日
が
１
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
で
、
期
限
内
に
申
請

で
き
な
い
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
市
が

認
め
た
か
た
の
み
５
月
31
日
(木)
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
健
康
課

☎
(８
８
３
)１
１
７
２

空
き
家
は
、
所
有
者
が
適
正
に
管
理

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
冬
期
間
の
積

雪
な
ど
で
、
家
屋
が
傷�

�

ん
で
い
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
引
っ
越
し

で
自
宅
が
空
き
家
に
な
る
場
合
は
、
次

の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
建
物
の
倒
壊
や
、
強
風
で
物
が
飛

散
･落
下
す
る
な
ど
し
て
、
近
隣
の

家
屋
や
通
行
人
な
ど
に
被
害
を
与
え

た
場
合
、
そ
の
建
物
の
所
有
者
、
ま

た
は
占
有
者
(実
際
に
使
っ
て
い
る

人
)に
対
し
、
損
害
賠
償
な
ど
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
現
在
、
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
、

ま
た
は
家
族
の
転
居
な
ど
で
空
き
家

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
物
件

を
お
持
ち
の
か
た
は
、
｢適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
か
｣｢将
来
的
に
誰
が

管
理
す
る
か
｣な
ど
を
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

・
通
行
人
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う

な
空
き
家
は
、
防
災
安
全
対
策
課

へ
。
☎
(８
８
８
)５
４
３
４

・
そ
の
他
、
相
談
窓
口
の
案
内
･紹
介

は
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。

☎
(８
８
８
)５
６
４
６

平成30年２月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u310,268人(-366)…男u146,224人(-190)　女u164,044人(-176)

●世帯u135,801世帯(-175) 

１月分 出生u157人　死亡u362人　転入u341人　転出u502人　

( )内は前月比●１年前の人口u312,902人

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン

空
き
家
の
管
理
は
適
正
に

申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

軽
自
動
車
･バ
イ
ク
の
廃
車

申
告
は
３
月
30
日
(金)
ま
で

３
月
は
市
税
完
納

強
調
月
間
で
す

今
年
度
の
不
妊
治
療
費
の

助
成
申
請
は
３
月
末
ま
で

10



増
え
続
け
る
救
急
要
請
に
対

応
す
る
た
め
、
３
月
か
ら
土
崎
消

防
署
に
、
新
た
に
救
急
隊
１
隊
を

配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

市
で
常
時
運
用
し
て
い
る
救
急

車
は
９
台
と
な
り
ま
し
た
。

土
崎
消
防
署
で
は
、
新
た
に
配

置
さ
れ
た
救
急
車
と
最
新
の
救
急
機
材

を
使
っ
た
訓
練
を
重
ね
、
大
切
な
命
を

守
り
｢安
全
･安
心
な
ま
ち
づ
く
り
｣に

貢
献
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
救
急
課

☎
(８
２
３
)４
０
１
９

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
条
例
の
説

明
会
を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

定
員
は
各
30
人
程
度
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
会
場
と
日
程
】

…
い
ず
れ
も
開
催
は
３
月
、

時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
(市
役
所
３
階
洋
室
４
)

▼

12
日
(月)
･17
日
(土)

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
大
会
議
室
▼

13
日
(火)

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
洋
室
３
･４
▼

14
日
(水)

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
大
会
議
室
▼

15
日
(木)

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
地
域
文
化
ホ
ー
ル

▼

19
日
(月)

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
洋
室
１
▼

20
日
(火)

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
洋
室
２
･３
▼

22
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

今
年
度
も
秋
田
県
畜
産
農
業
協
同
組

合
か
ら
、
県
内
産
黒
毛
和
牛
ブ
ラ
ン
ド

｢秋
田
錦
牛
｣の
Ｐ
Ｒ
と
、
学
校
給
食
で

の
地
産
地
消
を
目
的
に
、
市
内
の
小
学

校
へ
牛
肉
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
30
日
に
は
大
住
小
学
校
で
、
こ

の
牛
肉
を
調
理
し
た
｢す
き
や
き
｣が
給

食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
出
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
市
内
産
の
安
全
安
心
な
お
肉
を
生

産
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
業
農
村
振
興
課

☎
(８
８
８
)５
７
３
５

｢障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
生
き
る
ま
ち
づ

く
り
条
例
｣の
説
明
会

平成30年度の

｢農作業標準受委

託料｣を下表のとおり設定し

ました。この料金は、一般的

な10㌃区画の圃
�

場
���

条件をも

とに算定した標準額を示し

たものです。あくまでも目

安ですので、実際の料金設定

は地域の実情に合わせて決

めてください。

労働時間は原則８時間で、｢まかない｣

やその他の現物支給は含まず、委託者が

補助的な作業をしないものとします。

＊｢もみすり｣｢あぜ塗り｣｢一般作業｣以外、10㌃
あたりの料金です。

＊50㌃区画以上の圃場での基幹３作業(耕起･代
かき、田植え、脱穀･刈り取り)は、標準料金の
90％とします。

＊｢手植え｣｢手刈り｣は、一般作業とします。

問い合わせ

秋田市農業委員会事務局☎(888)5796
河辺市民サービスセンター☎(882)5161
雄和市民サービスセンター☎(886)5545

農
作
業
標
準
受
委
託
料

土
崎
消
防
署
に

救
急
隊
を
新
た
に
配
置

市
内
産
の
安
全
安
心
な

お
肉
が
学
校
給
食
に

ごちそうさまでした！

11広報あきた　平成30年３月２日号



▼
お
客
さ
ま
番
号
(｢水
道
使
用
量
･料
金
等
の

お
知
ら
せ
｣か
｢納
入
通
知
書
兼
領
収
書
｣に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
)

▼
住
所
(ア
パ
ー
ト
名
と
部
屋
番
号
も
)

▼
氏
名
(水
道
使
用
者
名
)

▼
電
話
番
号
(携
帯
電
話
も
可
)

▼
引
っ
越
し
日
(使
用
を
中
止
す
る
日
)

▼
引
っ
越
し
先
の
住
所

▼
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
か
た
の
氏
名

３月、４月は転入･転出のシーズンです。水道の使用中止や
開始の手続きを忘れずにお願いします。大変混み合う時期で
すので、引っ越しの一週間前までに手続きをお願いします。

12

使用を中止するとき

■
口
座
振
替
の
か
た
が
引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は

①
市
内
で
引
っ
越
し
を
す
る
場
合
、
申
し
込
ま
れ

る
と
引
っ
越
し
先
で
も
同
じ
口
座
を
継
続
し
て

ご
利
用
で
き
ま
す

②
引
っ
越
し
に
伴
っ
て
振
替
口
座
を
解
約
す
る
場

合
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
納
入
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す

水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
な

ど
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
預
金
通
帳
と
通

帳
印
を
持
ち
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
ま
た

は
上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー
(川
尻

み
よ
し
町
14
ー

８
)で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
か
た
は
、
２
か
月
ご
と

の
支
払
い
の
料
金
を
２
分
割
し
、
１
か
月
ご
と
に

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
す
る
｢毎
月
払
い
｣に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
(メ
ー
タ
ー
検
針
は
２
か
月
ご

と
)。
た
だ
し
、
毎
月
支
払
い
を
し
て
い
る
か
た

で
、
２
回
続
け
て
振
り
替
え
が
で
き
な
か
っ
た
と

き
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
ア
パ
ー
ト
や
借
家
な
ど
の
玄
関
･ポ
ス
ト
に

あ
る
｢口
座
振
替
申
込
書
｣で
も
届
け
出
が

で
き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
返
信

用
封
筒
で
お
送
り
く
だ
さ
い

・
入
居
し
た
と
き
に
水
が
出
る
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
水
抜
き
栓
を
操
作
し
て
も

水
が
出
な
い
と
き
は
、
上
下
水
道
局
お
客
様

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
市
内
で
引
っ
越
し
す
る
場
合
は
、
引
っ
越
し

先
の
使
用
開
始
も
同
時
に
手
続
き
で
き
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す

▼
①
②
と
も
、
引
っ
越
し
の
手
続
き
の
際
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い

使用を開始するとき

【
毎
月
払
い
の
申
込
方
法
】

■
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま

…
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

■
納
入
通
知
書
で
お
支
払
い
の
お
客
さ
ま

…
口
座
振
替
の
申
し
込
み
の
際
に
、
申
込
書
の
振

替
月
欄
の
｢毎
月
｣に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

▼
住
所
(ア
パ
ー
ト
名
と
部
屋
番
号
も
)

▼
氏
名
(水
道
使
用
者
名
)

▼
電
話
番
号
(携
帯
電
話
も
可
)

▼
引
っ
越
し
日
(使
用
を
開
始
す
る
日
)

▼
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
か
た
の
氏
名

上下水道局
お客様センター☎(823)8431
(平日の午前８時30分〜午後５時15分)

水道の使用開始･中止の手続きは、インターネ
ットでもできます。詳しくは、上下水道局ホー
ムページをご覧ください(13ページにアドレス)

引っ越しシーズン！
水道の手続きもお忘れなく

こ
ん
な
と
き
も
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
届
け
出
を
し
て
い
る
水
道
の
使
用
者
や
、
共
同
住
宅
な
ど

の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

・
家
屋
の
解
体
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

・
長
期
出
張
、
旅
行
、
入
院
な
ど
で
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
と
き 次のことをお知らせください次のことをお知らせください

料金のお支払いは便利な口座振替で
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漏
水
の
確
認
方
法

①
屋
内
と
屋
外
の
す
べ
て
の
じ
ゃ

口
を
閉
め
る

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

部
分
(下
図
の
赤
丸
部
分
)が
回

転
し
て
い
る
か
確
認
す
る

▼
じ
ゃ
口
を
閉
め
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
る
場
合

は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
安
を
感
じ
た
ら
、

お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

各
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
使
用
有
効
期
間
が
８
年
間
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

上
下
水
道
局
で
は
、
期
間
満
了
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
り
替
え
作
業
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
、
３
月
、
４
月
の

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
、
そ
の
対
象
世
帯
へ
、
お
知
ら
せ

票
で
通
知
し
ま
す
。

取
り
替
え
作
業
▼

４
月
上
旬
か
ら
12
月
下
旬
ま
で
に
、
上
下
水

道
局
が
委
託
し
た
秋
田
市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱
の
担
当
工

事
業
者
が
、
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
訪
問
し
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す

｢上下水道の広場｣では、みなさまからのご意
見やご感想、ご質問などをお待ちしています

〒010-0945 川尻みよし町14-８ 
上下水道局総務課経営企画係
☎(823)8434･FAX(824)7414　
Eメール ro-wtmn@city.akita.akita.jp

上下水道局ホームページで、秋田市の
水道と下水道に関するさまざまな情報
をご覧いただけます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/ws/

有
効
期
間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー

な
ど
の
取
り
替
え
作
業
を
実
施
し
ま
す

有
効
期
間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎
(８
２
３
)８
４
３
１

各
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
水
道
メ
ー
タ
ー
前
後
約
50
㎝

に
あ
る
鉛
製
給
水
管
の
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前

に
、
郵
送
で
対
象
世
帯
へ
通
知
し
ま
す
。

取
り
替
え
作
業
▼

上
下
水
道
局
が
委
託
し
た
秋
田
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
が
、
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
訪
問
し
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
前
後
の
鉛
製
給
水
管
の
取
り
替
え

問
い
合
わ
せ

宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
す
る
と
、
漏
水
し
た
水
量
分
の
水

道
料
金
･下
水
道
使
用
料
は
、
原
則
、
お
客
さ
ま
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
漏
水
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

宅
地
内
の
漏
水
点
検
は

定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う

井
戸
水
や
沢
水
な
ど
、
水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
し
て
、

そ
の
排
水
を
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
、
市
が
設

置
し
た
浄
化
槽
へ
流
す
場
合
は
、
下
水
道
使
用
料
、
農
業
集

落
排
水
施
設
使
用
料
、
個
別
排
水
処
理
施
設
使
用
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
ご
家
庭
や
事
業
所
な

ど
で
、
水
道
水
以
外
の
使
用
を
開
始
ま
た
は
中
止
す
る
場
合

は
、
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
水
道
水
以
外
を
使
用
し
て
い
て
、
ま
だ
届

け
出
を
し
て
い
な
い
か
た
も
、
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 水

道
水
以
外
の
井
戸
水
や

沢
水
の
使
用
も
必
ず
届
け
出
を

次
の
ペ
ー
ジ
へ

つ
づ
く

カ
ン
ち
ゃ
ん



水
質
検
査
実
施
中

14

▼

基
本
方
針
 ▼
水
道
事
業
の
概
要
 

▼

原
水
の
特
徴
お
よ
び
水
道
水
の
水
質
状
況
な
ど

▼

検
査
の
項
目
･頻
度
･地
点
と
そ
の
理
由

▼

水
質
検
査
方
法
 

▼

お
客
様
セ
ン
タ
ー
(川
尻
庁
舎
)　
▼

各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
(中
央
を
除
く
)　
▼

ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼

市
役
所
分
館
１
階
の
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
　
▼

ほ
く
と
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
明
徳
館
　
▼

県
立
図
書
館
 

▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/w
s/

上
下
水
道
局
で
は
、
公
共
下
水
道
な
ど
へ
早
期
に
接
続
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
般
住
宅
や
貸
家
な
ど
に
対
し
、
融

資
あ
っ
せ
ん
･助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
な
ど
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
制
度
を

利
用
し
て
速
や
か
に
水
洗
化
工
事
を
行
い
、
衛
生
的
で
快
適

な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
雑
排
水
の
み
を
公
共
下
水
道
な
ど
へ

接
続
さ
れ
る
か
た
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

(利
子
は
上
下
水
道
局
が
負
担
し
ま
す
)

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
と
き

▼
一
般
住
宅
…
70
万
円

▼
貸
家
な
ど
で
、
く
み
取
り
便
所
が
複
数

の
場
合
…
１
槽
あ
た
り
60
万
円
(最
高

５
槽
･300
万
円
ま
で
)

浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ
切
り
替
え
る
と
き

▼
一
般
住
宅
…
30
万
円

▼
貸
家
な
ど
で
、
浄
化
槽
が
複
数
の
場
合

…
１
槽
あ
た
り
25
万
円
(最
高
５
槽
･125

万
円
ま
で
)

■
助
成
金
制
度

(融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利
用
し
な
い
か
た
が
対
象
)

▼
下
水
道
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
…
４
万
円

(く
み
取
り
便
所
･浄
化
槽
の
数
に
よ
り
最
高
20
万
円
ま
で
)

▼
下
水
道
供
用
開
始
か
ら
３
年
経
過
…
２
万
円

(く
み
取
り
便
所
･浄
化
槽
の
数
に
よ
り
最
高
10
万
円
ま
で
)

公
共
下
水
道
な
ど
に
、
ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
会
社

や
ア
パ
ー
ト
、
貸
家
を
所
有
し
て
い
る
か
た
を
対
象

に
、
現
地
訪
問
に
よ
る
接
続
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
で

快
適
な
生
活

融
資
あ
っ
せ
ん

助
成
金
制
度

給
排
水
課
☎
(８
２
３
)８
４
３
２

問
い
合
わ
せ

融
資
限
度
額

償
還
方
法

70
回
以
内

(

)

融
資
限
度
額

償
還
方
法

30
回
以
内

(

)

水
質
検
査
計
画
は
、
お
客
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
水
道

水
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
水
源
か
ら
浄
水
場
、
そ
し
て

各
家
庭
の
じ
ゃ
口
に
至
る
ま
で
｢ど
の
よ
う
な
項
目
を
｣｢ど

の
く
ら
い
の
頻�

�

度�

で
｣｢ど
の
地
点
で
｣検
査
す
る
か
な
ど
を

示
し
た
も
の
で
す
。

毎
年
、
新
年
度
前
に
策
定
･公
表
し
て
お
り
、
お
も
に
次
の

内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
水
質
検
査

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

計
画
と
年
報
へ
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご

意
見
は
計
画
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〒
０
１
０
-１
６
５
２
 

豊
岩
豊
巻
字
上
野

164 
浄
水
課
水
質
管
理
室
　

☎
(８
２
８
)１
４
５
１
･Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
２
８
)６
２
９
１

Ｅ
メ
ー
ル
　
ro
-w
ttp@
city.akita.akita.jp

平
成
30
年
度
水
質
検
査
計
画
は
、
次
の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
の
水
質
検
査
結
果
を
ま
と
め

た
｢水
質
年
報
｣も
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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詳しくは、上下水道局ホームページや広報あきた
でお知らせします。上下水道局総務課☎(823)8434

平
成
30
年
度

上
下
水
道
局
の

イ
ベ
ン
ト
！

｢水道週間｣(６月１日〜７日)の期間中、水
道･下水道事業について、楽しみながら関心を
もってもらうために毎年開催しています。

｢利
�

き水｣｢スタンプラリー｣｢ぬり絵｣コーナ
ーのほか、プレゼントもあるよ！

６月２日(土)

い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
♪

水道ふれあいフェア

７月下旬u８月上旬

夏休み親子
水めぐりの旅
川の水がどのように

飲み水になり、使った
水をどのようにきれい
にするかを、親子で一緒に学びます。

漏水探知体験の様子

★29年度の実施内容…浄水場、終末処理場の
施設見学／水道管の水漏れの音を聞く漏水
探知体験／簡単な水質検査体験　など

８月上旬

水の学習館
特別開館
｢水の週間｣(８

月１日〜７日)に
合わせ、通常平日

のみ開館している仁井田浄水場内にある｢水の
学習館｣を、土･日曜に特別開館します。

９月 水に関するポスター展
９月10日｢下水道の日｣に合わせ、小学生を対

象に作品を募集(８月末まで)し、展示します。

10月下旬 上下水道教室
川の水がどのように飲み水になり、

使った水をどのようにきれいにするか
を、施設を見学しながら学びます。

★29年度の実施内容…近代化遺産｢藤倉水源
地｣の見学(下の写真)／浄水場、終末処理場
の施設見学／利き水体験　など

４〜11月の平日 施設見学(随時)
仁井田浄水場や｢水の学習館｣、八橋下水道

終末処理場の施設見学を受け付けています。
申し込みは下記へどうぞ。
■浄水場、水の学習館…浄水課☎(839)2211
■処理場…下水道施設課☎(864)1401

平日(要相談) 出前上下水道教室
小学校などへ職員が出向いて、水道･下水道

事業についてお話します。申し込みは上下水
道局総務課へ。☎(823)8434



家庭のみなさんを対象に、子育ての悩
みや保育所入所などの相談に応じてい
ます。相談時間は10:00〜12:00。
直接会場へお越しください。３月の巡
回は次のとおりです。
★会場と相談日　
①中央子育て交流ひろばu７日(水)･28日(水)
②雄和子育て交流ひろばu13日(火)
③南部子育て交流ひろばu14日(水)
④子ども広場(フォンテAKITA６階)u19日(月)
問u子ども未来センター☎(887)5340

会場は①が市保健所２階(八橋)、②③
④が市保健センター。申し込みは子
ども健康課へ。☎(883)1174･1175
①プレママトーク 助産師を囲んで
妊娠･出産や子育ての悩みなどについ
ておしゃべり。先着10人。
対象u妊娠35週頃までの妊婦さん　
日時u３月16日(金)10:00〜11:00　
②産後のママトーク 助産師を囲ん

で産後の心や身体のこと、毎日の育児
についておしゃべり。先着10組。
対象u産後６か月頃までの母親(お子
さんも一緒にどうぞ)
日時u３月19日(月)10:00〜11:30
③育児相談 保健師、栄養士が個別相
談に応じます。先着３組。電話相談
は随時。対象u乳幼児と保護者　
日時u３月19日(月)9:00〜12:00　
④歯ッピーマウス　仕上げみがきの
個別指導や歯科衛生士とのトーク。
先着15組。対象u１〜３歳のお子さん
日時u３月19日(月)13:30〜14:30

太字の()内は対象。問い
合わせ先の◎は、各地区の
主任児童委員さんの印。
■すこやか広面(０〜５歳)　
３月６日(火)10:00〜11:30、広面児
童館で。保険料１家族50円。
問u◎山石さん☎(836)4868

■築山きりんクラブ(就学前)
３月９日(金)9:30〜11:00、築山児童
センターで。
問u◎岡田さん☎080-1846-7064
■東きらきらくらぶ(就学前)　３月
13日(火)10:00〜12:00、東地区コミ
ュニティセンターで。お茶を楽しも
う。問u◎佐藤さん☎(834)6289
■あおぞらキッズ(０歳〜就学前)　
３月25日(日)10:00〜11:30、外旭川
児童センターで。３B体操。
問u◎船木さん☎(868)1902
…………………………………………

■NPO法人子育て･高齢者介護サポー
トばっけの会(生後２か月〜１歳)　
会場はひよっこサロン(南通)。申し込
みはばっけの会へ。☎(834)4733
①ベビーマッサージ ３月20日(火)
10:30〜11:30、参加費600円。
②ファーストサイン ３月13日(火)･
26日(月)、10:30〜11:30、参加費
1,500円(２回分)。

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

地域で育児★★

親子で遊ぼう

　 　 　

　　　　　　　　  

  

 

 

 

　　　　　　　　   

  

 

　　　　　　　　  

 

 

 

 

★参加無料　★直接会場へ

育
児
コ
ー
ナ
ー
！
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育児のこと、いろいろ
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■
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KH01
タイプライターテキスト
西

KH01
タイプライターテキスト

KH01
タイプライターテキスト



        

◆ひよこ広場　
親子のふれあいや会員同士の交流を
深めながら子育てを学びます。
対象u豊岩地区周辺に住む就園前のお
子さんと保護者　   日時u４月から来年
３月までの毎月第２木曜、10:00〜
11:30　会場･申込u豊岩地区コミュ
ニティセンター☎(828)2135
◆下浜子育てサロン｢どんぶらっ子｣
親子のふれあいや乳幼児の健康管理
などを学びます。対象u下浜地区周辺
に住む就園前のお子さんと保護者　
   日時u４月から来年３月までの毎月第
４木曜、10:00〜11:30　会場u下浜
地区コミュニティセンターほか
申込u３月23日(金)まで下浜地区コミ
ュニティセンター☎(879)2005

母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。風邪や感染性の病気に
かかっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでない場合は、子ど
も健康課(八橋)へお問い合わせを。
◆４か月･７か月･10か月児健診
対象 u４･７･10か月になった日か
ら、それぞれ満５か月･満８か月･満
11か月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診
日時と会場u右表参照　持ち物u母子
健康手帳と別冊のアンケート(事前に
記入してください)、バスタオル
◆３歳児健診
視力･聴覚検査は自宅で行ってきてく
ださい。日時と会場u右表参照　持ち
物u母子健康手帳と別冊のアンケート
(事前に記入してください)、尿検査セ
ット(尿を容器に採って)、バスタオル
       ＊平成29年８月１日以降に転入され

たお子さんには、アンケートと尿
検査セットを健診の前の月に郵送

します。届かない場合は子ども健
康課にご連絡ください。

■旧秋田市の各地区
受付時間u12:45〜13:30　
会場u市保健センター(八橋)　対象u１
歳６か月児健診…平成28年９月生ま
れの１歳７か月児、３歳児健診…平
成26年10月生まれの３歳６か月児
■旧秋田市の対象地区と健診日

■河辺･雄和の各地区　
受付時間u12:45〜13:30　
会場u河辺総合福祉交流センター　
対象u１歳６か月児健診…平成28年
８〜10月生まれ、３歳児健診…平成
26年10月〜12月生まれ　
実施日u１歳６か月児健診…５月11
日(金)、３歳児健診…６月19日(火)

｢子育てナビゲーター(子ナビ)｣は、妊
婦さんや就学前のお子さんがいるご

育児コーナー！
笑顔がいいね

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u４月４日(水)
３歳児健診u４月12日(木)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･
四ツ小屋･御所野･茨島･新屋･勝
平･豊岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

１歳６か月児健診u４月11日(水)
３歳児健診u４月18日(水)

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･山
内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･東
通･広面･柳田･下北手･太平･横森･桜･
桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･山手台

対象
地区

１歳６か月児健診u４月５日(木)
３歳児健診u４月13日(金)

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u４月６日(金)
３歳児健診u４月17日(火)

健診
日

乳幼児健康診査
子ども健康課☎(883)1174

＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

各子育て交流ひろばの場所

中央＝市役所２階
東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

地域の幼児学級へどうぞ

入賞おめでとう！

広報あきた　平成30年３月２日号17

小学生を対象とした版画コン
クールに22点の応募があり、１
月に赤れんが郷土館に展示し
て、来館したかたに投票してい
ただいた結果、次のみなさんの
作品が入賞しました。

入賞作品は、３月９日(金)まで
赤れんが郷土館１階ロビーに展
示しています。☎(864)6851

勝平得
� �

之
�

賞u齋藤那記(川口
市立中居小２年･上の作品)
佳作u内野みい菜(川口市立
本町小３年)、和泉歩果(川
口市立舟戸小３年)、上原
千佳(川口市立舟戸小１年)

＊以上、敬称略。
＊川口市立、朝霞市立は埼玉県の小

学校です。

小
学
１
〜
３
年
生
の
部

小
学
４
〜
６
年
生
の
部

勝平得之賞u畠山太一(桜小
４年･上の作品)
佳作u大坪孔太(大住小６
年)、嶋 福之助(朝霞市立朝
霞第四小４年)、東 由晃(川
口市立幸町小６年)

子ナビの巡回相談
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■119番通報 ■未来の救急車を書いてみよう
■英語で救命講習 ■心臓マッサージ など

電話またはEメールで氏名、電話番号を長寿
福祉課へお知らせください。☎(888)5666　
Eメール ro-wflg@city.akita.akita.jp

  

  

  

  

  

＊｢公共･予約システム｣の利用には事前
登録が必要です。手続きは各施設窓
口でどうぞ。また、天候などによ
り、開始時期を変更する場合があり
ますのでご了承ください。

冬季休館していた施設がオープン
します。ぜひご利用ください！屋外体育施設

春のオープン

日時
３月25日(日)
10:00〜14:00

会場
アルヴェ
１階きらめき広場

入場無料 先着300人 直接会場へ

各コーナーを体験したかたにシールをプ
レゼントします。シールの数に応じて抽選
を行い、もれなく景品が当たります！

★体験コーナーいろいろ

消防スタンプラリー！

消防本部救急課☎(823)4019問い合わせ

エイジフレンドリーシティカレッジ

持続可能な長寿社会へ
向けてICTができること

日時
３月26日(月)
19:00〜20:30

会場
アルヴェ
２階多目的ホール

講師u檜山 敦さん
(東京大学先端科学技術研究
センター講師)

加速する日本の少子高齢化。現役世代を

支える力として、そしてシニア自身の健康

維持のために、これからはシニア世代の就

労は必要不可欠です。その実現のために

は、情報通信技術(ICT)をフル活用すること

が近道であると言われています。

そのICTによる最先端の技術を紹介しなが

ら、これからの明るい未来についてお話して

いただきます。聴講無料。先着150人。

申し込み

＊グループの場合は、代表者の氏名、電話番号と参
加人数をお知らせください。

檜山 敦さん

小学校のグラウンド･体育館を無料開放 開放していない
日もありますので、直接各学校へお問い合わせください。
・個人(９人以下)での利用…４〜11月までの毎週水曜日

に開放します。利用時間は、グラウンドが6:00〜
7:30、体育館が19:00〜21:00です

・団体(10人以上)での利用…団体登録が必要です。詳し
くは、各小学校へお問い合わせください

スポーツ振興課
☎(888)5611
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書
感
想
文
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ン
ク
ー
ル

河辺･雄和の小･中学生を対象としたコンクー

ルの入賞者のみなさんです。おめでとうござい

ます。雄和図書館☎(886)2853
=敬称略=

利用期間は４月中旬から来年２月ま
で。駐車場･水道･休憩所あり(建物な
どは冬期間閉鎖)。対象は個人のみ(④
のみ団体も可)。他のかたへ貸すこと
はできません。翌年度も継続して利
用できます

申し込みはハガキで(１家族１通)

｢市民農園利用申込｣と明記し、希望する農
園名と郵便番号、住所、氏名(ふりがな)、電
話番号を書いて、３月12日(月)(当日消印有
効)まで、〒010-8560 秋田市産業企画課

農園名／面積／募集区画数／利用年額

①仁井田スーパー農園(園芸振興センター

近く)　約50㎡／25区画／約5,650円

②椿台スーパー農園(国際教養大学近く)　

約50㎡／32区画／約5,150円

③椿台ヒルズ農園(椿台ゴルフ場近く)　

約80㎡／６区画／約8,240円

④椿台第一農園(国際教養大学近く)

約130㎡／１区画／約13,390円

利用期間は４月下旬から11月下旬ま
で。駐車場･水道･休憩所なし。１家
族１区画厳守。他のかたへ貸すこと
はできません。原則、車以外で来園
できることが条件です

有
料
農
園

無
料
農
園

農園名／募集区画数(面積は１区画15〜25㎡)

①東部･手形山地区(県営手形山住宅近く)   86区画

②東部･広面谷地田地区(横山金足線近く) 38区画

③中央･八橋田五郎地区(八橋小学校近く) 93区画

④南部･仁井田柳林地区(御野場団地近く) 42区画

⑤西部･新屋比内町地区(新屋駅近く) 79区画

⑥北部･飯島堀川地区(秋田緑ヶ丘病院近く) 125区画

＊申込多数の場合、３月22日(木)10:00〜、市役
所職員研修棟２階の第１･第２会議室で公開抽
選を行います。抽選結果は、４月13日(金)まで
に全員へ郵送します(電話では回答しません)。

u複数の農園に重複して応募できません
u平成30年度も有料市民農園の継続使
用を申請しているかたや、その家族は
応募できません

市民農園利用者募集
問い合わせu産業企画課☎(888)5722

【小学校低学年の部】最優秀賞u浅沼愛梨(雄和小)

優秀賞u髙橋美羽(河辺小)、三村莉彩(雄和小)　

入選u関 琉蒼(戸島小)、田賀慶大(河辺小)　

【小学校高学年の部】最優秀賞u髙橋柚葉(河辺小)

優秀賞u佐藤希実香(河辺小)、佐々木 陽(河辺小)

                  入選u野原謙悟(河辺小)、浅沼愛菜(雄和小)

【中学生の部】最優秀賞u鈴木祐弥(雄和中)　

優秀賞u島 常葉(雄和中)、伊藤とれは(雄和中)

藩主と家臣の書画展

秋田藩９代藩主佐竹義和
� � � �

や、

明徳館文学の野上陳令など、書

画の才能に優れ、文化の面にお

いても活躍した藩主と家臣たちにつ

いて、一行書や山水画などの作品と

ともに紹介します。観覧料100円(高

校生以下無料)。☎(832)7892

秋田市
工芸品まつり

第40回 

産業企画課☎(888)5725

３月７日(水)u11日(日)
10:00〜17:00
ただし、７日は11:00から、11日は16:00まで

にぎわい交流館２階展示ホール

おもな出展品…銀線細工、杢
� �

目
�

銅
� �

、
打刃物、陶芸、漆芸、染織など

問い合わせ

職人の技、伝統の技が光る秋田市

の工芸品が一堂に会します！ 

◆製作体験(800円〜)　指輪･塗り
箸
� �

･七宝づくり、八橋人形の絵付け

入場
無料銀
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＊企画展開催準備のため、佐竹史料館は、
３月12日(月)から16日(金)まで臨時休館
となります。

３月17日(土)u５月27日(日)
9:00〜16:30



■河川(雄物川)愛護モニターを募
集　対象u20歳以上の健康なかた
任期u７月から１年間　活動内容u

不法投棄や河川への地域の要望な
どの情報提供　報酬u月4,500円
程度 申込期限u４月13日(金)。詳
しくはお問い合わせください。
問u秋田河川国道事務所河川管理
課☎(864)2290
■防衛省採用試験(一般曹候補生)
対象u18歳以上27歳未満のかた 
試験日u５月26日(土) 申込期限u

５月１日(火)まで。受験資格な
ど、詳しくはお問い合わせくださ
い　問u自衛隊秋田募集案内所

☎(864)4929
■自動車の登録手続きはお早めに
年度末、運輸支局の自動車検査･登
録窓口は大変混み合います。自動
車の諸手続は３月上旬までにお済
ませください。問u東北運輸局秋
田運輸支局☎050-5540-2012
    ■秋田大学医学部附属病院のボラ
ンティアを募集 対象u18歳以上
の心身ともに健康なかた(高校生
は不可)　活動日と内容u１週間に
１回程度(8:30〜13:00)、外来受
付の手伝い、患者さんの案内など

申込 u申込用紙をお取り寄せの
上、４月16日(月)までにお申し込
みください(後日、面接あり)　問u

秋田大学医学系研究科・医学部総
務課病院総務担当☎(884)6009

19歳以上のかたが対象(①〜③は
女性が対象)。会場はサンライフ
秋田。申し込みは３月３日(土)
10:00から。☎(863)1391
①火曜日のピラティス
日時u４月３日(火)から24日(火)ま
での毎週火曜、13:30〜14:45
受講料u3,850円　定員u15人
②心と身体を変えるピラティス
日時u４月６日(金)から27日(金)ま
での毎週金曜、13:00〜14:15
受講料u3,850円　定員u15人
③ピラティス夜のコース
日時u４月６日(金)から27日(金)ま
での毎週金曜、18:30〜19:45
受講料u3,850円　定員u15人
④初めてのプール(水中歩行など)
日時u４月６日(金)から５月18日(金)

までの毎週金曜(5月4日は除く)、
10:45〜11:45
受講料u5,400円　定員u10人

｢認知症の予防は『睡眠』から｣と
題し、日本睡眠教育機構理事長の
宮崎総一郎さんがお話します。
日時u３月17日(土)14:00〜16:00
会場u南部市民SC 先着u130人
問u南部地域づくり協議会

☎(838)1211

■公開講座｢アレルギー患者と医療
者の相互理解をめざして〜こども
のアレルギーと舌下免疫療法を学
ぼう〜｣　日時u３月10日(土)14:00
〜16:00　会場uイオンモール秋
田３階イオンホール 問u秋田大
学医学部総合診療･検査診断学講
座☎(884)6209
■生き活き健康フェア
医師の相談コーナー、骨密度や血
圧、体脂肪の測定など。
日時u３月17日(土)10:00〜14:00
会場u秋田市民市場　問u社会医療
法人明和会☎(834)6461

健　康

＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。
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サンライフ秋田の教室

河辺地域の60歳以上のかたが対象です。河
辺市民SCなどを会場に健康、文化、時事な
どの学習会や軽スポーツなどを行います。
日時u４月から年８回(５･12･１･３月を除く)、10:00〜
12:00　年会費u1,000円(実費負担あり)
申込u３月16日(金)まで河辺市民SC☎(882)5171

65歳以上のかたが対象です。時間は10:00〜12:00。
参加無料。いずれも直接会場へお越しください。
①ラフターヨガ 動きやすい服装でお越しください。

３月８日(木)、飯島老人いこいの家で。☎(845)3692
②ADL体操 動きやすい服装でお越しください。

３月14日(水)、八橋老人いこいの家で。☎(862)6025
③演歌･歌謡教室 筆記用具をお持ちください。

３月15日(木)、大森山老人と子どもの家で。☎(828)1651

いきいきサロン

高齢者学級｢せせらぎ塾｣会員募集

秋田市シルバー人材センターで

は、健康で働く意欲がある60歳以

上のかたを対象に会員を募集して

います。

年会費は3,500円。会員には企

業や家庭などから引き受けた仕事

を紹介し、内容に応じて報酬をお

支払いします。

入会説明会u毎月第２･第４水曜
(祝日を除く)の13：30〜、市シ
ルバー人材センター(八橋の市老
人福祉センター内)で。直接会場
へお越しください

秋田市シルバー人材セ
ンター☎(863)5900

問い
合わせ

シルバー人材センター会員募集

なんぴあ魅力アップセミナー

みんなの掲示板④



税目と申告期限u申告所得税およ
び復興特別所得税、贈与税は３月
15日(木)／個人事業者の消費税お
よび地方消費税は４月２日(月)
…申告は、国税庁ホームページ内
｢確定申告書等作成コーナー｣をご
利用ください。郵送または電子申
告(e-

� �

Tax
����

)でも提出できます。
問u秋田南税務署☎(832)4121

秋田北税務署☎(845)1161

働きたいと思っていても、あと一
歩が踏み出せない15〜39歳のか
たが対象。毎月先着10人の登録制
で、集団での就職活動と個別相談
を組み合わせた支援により、じっ
くり向き合い｢働きだす力｣を引き
出します。日時u毎週水曜･金曜、
9:00〜17:00　会場u文化会館４
階第５会議室　申込u参加希望月
の前月末までに、あきた若者サポ
ートステーション☎(853)4367

国･県･市による省エネ支援に関す
る次年度の補助事業などを紹介し
ます。日時u３月20日(火)13:30
〜16:00 会場u市役所５階の正
庁　内容u経済産業省の省エネ支
援施策、秋田県の｢あきた省エネ

プラットフォーム｣による各事
業、秋田市の事業者向け温暖化対
策事業など 定員u80人　申込
uFAXかEメールで、企業･団体名、
参加者の氏名、連絡先を３月13日
(火)まで県温暖化対策課へお知ら
せください。FAX(860)3881　
Eメール en-ondanka@pref.akita.lg.jp
問u☎(860)1560　

西部地域運動広場(秋田西中学校
グラウンド隣)の、平成30年４〜
７月分の団体利用申請を受け付け
ます。申込u西部地域住民自治協
議会(西部市民SC内１階)にある申
請用紙を、３月15日(木)までに同
協議会へ。☎(828)4217

■国際活動助成金
国際交流や国際協力、国際理解な
どを推進する団体に対し、事業費
の一部(上限８万円)を助成しま
す。募集期間は３月、７月の２
期。申込u申請書は、秋田県国際交
流協会ホームページからダウンロ
ードできます。☎(893)5499
http://www.aiahome.or.jp
■放送大学の４月生を募集
放送大学は、テレビ･ラジオ･イン
ターネットなどを通して学ぶ通信
制大学です。心理学･福祉･経済･
歴史･文学･情報･自然科学など、幅
広い分野を学べます。出願期限u

３月20日(火) 問u放送大学秋田学
習センター☎   (831)1997

■KHJ秋田ばっけの会の集い
対象uひきこもりのかた 日時u３
月 10日 (土 )･17日 (土 )、13:30〜
15:30(10日はご家族のかたもど
うぞ)　会場u10日は中央市民SC
洋室２･３(市役所３階)、17日は
同洋室６(市役所２階)　問u同会の
菅原さん☎090-6688-5216
■家族の語る会 対象u精神に障
がいのあるかたの家族　
日時u３月10日(土)13:00〜15:00
会場u市老人福祉センター１階(八
橋)　問uNPO法人秋田けやき会

☎(863)4481
■死別の苦しみ･悲しみを語る集い
日時u３月17日(土)13:00〜16:00
(個人ケアは要予約で15:20〜)　
会場u県社会福祉会館(旭北) 参加
費u300円　問u秋田グリーフケア
研究会☎080-5000-8706
■ふれあい法律相談 大野鉄平
弁護士が応じます。申し込みは１
つの相談につき年度内１回まで。
日時u３月19日(月)10:00〜12:00
会場u市老人福祉センター(八橋)
先着u６人(初めてのかた優先)　
申込u３月５日(月)10:00から市社
協ふれあい福祉相談センター

☎(863)6006
■地域生活支援研修会
障がい者の暮らしを支えるサービ
スがテーマ。日時u３月14日(水)
13:30〜16:10　会場uアルヴェ
２階多目的ホール　定員u100人
申込u３月９日(金)まで指定相談支
援事業所クローバー
☎(846)5328･FAX(846)5358

広報あきた　平成29年11月３日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ
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＊最新の情報は、広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
http://www.city.akita.akita.jp/stream/tvkouhou_default.htm

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
秋田市の知ってトクする情報u３/18(日)放送

広報あきた　平成30年３月２日号

案　内

西部地域運動広場の利用申請

みんなの掲示板③

あきた若者サポートステーション｢しごと塾｣

事業者応援！ 省エネ支援事業の説明会

確定申告はお済みですか

もうすぐ春♪ 気になる新年度事業も紹
介しながら、生活に役立つお得で便利な
市の制度を紹介します！ お楽しみに〜



出演は他に、三遊
亭歌

� �

武
�

蔵
� �

、柳家喬
太郎、柳家やな
ぎ。乳幼児の同
伴不可。日時u３
月３日(土)16:00
開演　会場uアル
ヴェ２階ルミエール秋田
入場料(全席指定)u前売券3,500
円、当日券3,800円(前売券完売の
場合、当日券なし)　前売券販売所
uルミエール秋田、caoca広場　
定員u150人　問u市民交流プラザ
管理室☎(887)5310(前売券に関
しては、各売り場へ)

会場は新屋ガラス工房ギャラリ
ー。☎(853)4201
■佐々木ちえ子･平野元気２人展
｢硝子が繋ぐ-縁en-｣　同工房所
属作家の佐々木さんと岩手県を拠
点に活動する平野さんの作品展。
日時u３月７日(水)から12日(月)ま
で、9:00〜16:30
■米山佳菜子ガラス展　同工房所

属作家の米山さんの、自然やそこ
から続く｢生命と営みの交点｣をテ
ーマにした作品展。
会期u３月14日(水)から19日(月)ま
で、9:00〜16:30

三段以上、二段･初段、級位の各ク
ラスごとに対戦。
対象u北部地域のかた　日時u３月
11日(日)9:00〜16:00　会場u北
部公民館　参加費u500円　先着
u40人　申込u３月５日(月)9:00か
ら北部公民館☎(873)4839

目の不自由なかた、高齢者、幅広
い世代のかたに楽しんでいただけ
ます。｢はまなすはみた｣｢おじさ
んのかさ｣｢葉っぱのフレディ｣ほ
か。日時u３月17日(土)13:30〜
15:30 会場･問uほくとライブラ
リー土崎図書館☎(845)0572

■県立博物館企画展｢植物を編む
〜暮らしの中の編

� �

組
�

｣
４月８日(日)まで開催中の企画展
の関連イベント。

①３月10日(土)10:30〜12:00＝
｢編組品にみる暮らしの造形｣と題
した講演(要申込)　
②３月18日(日)12:30〜15:30＝
あけびづる細工の実演。
問u県立博物館☎(873)4121
■春の安心リフォームフェア ス
テージイベントや秋田かやき協議
会による屋台など。日時u３月10
日(土)･11日(日)、10:00〜16:00　
会場uアルヴェ１階きらめき広場
問u協同組合 安心リフォーム協議
会☎(865)1511
■秋田県聴覚障害者支援センター
ふれあいまつり 手話劇などのア
トラクションや手話･指点字など
の体験コーナーなど。日時u３月
24日(土)10:30〜14:30　会場u

県社会福祉会館２階(旭北)ほか　
問u秋田県聴覚障害者支援センター
☎(874)8113･FAX(862)1820
■新入社員セミナー 秋田北･秋
田南法人会の共催。正しい価値
観･心構えなど。日時u４月10日
(火)10:00〜16:00　会場uユース
パル　受講料(昼食･資料代含む)u
2,000円(非会員は3,000円)　
定員u70人　申込u３月30日(金)ま
で秋田北法人会☎(845)8078

22＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

みんなの掲示板②
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新屋ガラス工房企画展

北部公民館春季囲碁大会

朗読のつどい

第５回ルミエール秋田落語会

立花家橘
��

之
�

助
��

襲名披露公演

高校生以上で全日程受講できるかたが対象です。静物デッサンの基礎など。
申し込みは３月７日(水)から15日(木)までに、FAXかEメールで講座名を明記
し、氏名(ふりがな)、年齢、電話番号、デッサン経験を、アトリエももさだへお
知らせください。FAX(888)8147･Eメール momosada@akibi.ac.jp
問い合わせuアトリエももさだ☎(888)8137(月曜休館)

３月17日(土)･18日(日)･21日(水･祝)、10:30〜16:00
美大サテライトセンター(フォンテAKITA６階)

木で作り、木について研究する

秋田公立美術大学助教の落合里麻
さんの個展と研究発表展。秋田で５
年に渡り取り組んできた内容を２部
構成で紹介します。入場無料。

３月10日(土)まで開催中
9:00〜18:00

日時

会場
BIYONG

� � �

POINT
� � � �

(八橋の秋田ケーブルテレビ内)

大関智子 展

秋田公立美術大学美術教育センタ
ーの大関智子さんの個展。日本画材
を使った平面作品を展示します。入
場無料。

３月14日(水)u18日(日)
10:00〜17:00(初日は15:00~)

日時

会場
アトリオン２階
美術展示ホール第一A

企
画
展

企画展の問い合わせは、同美術大学企画課へ。☎(888)8478

デッサンスクール 受講料5,000円
先着20人



湿った砂にお子さ
んの手か足で型を
作り、溶けたガラス
を流し込んでオブ
ジェを作ります。
対象u就学前のお子さん(保護者同
伴)　日時u３月21日(水)の10:00
〜、11:00〜、13:00〜、14:00
〜、15:00〜(作業は各１時間)　
会場u新屋ガラス工房
料金u2,160円　定員(抽選)u各５人
申込u往復はがきに希望時間、住
所、お子さんの氏名と年齢、保護
者の氏名、電話番号を書いて、３
月９日(金)まで、〒010-1638 新
屋表町５-２ 新屋ガラス工房

☎(853)4201

対象u小学生と保護者 日時u３月
10日(土)9:30〜13:00　会場u北
部公民館　材料費u1,200円　先
着u10組　申込u３月５日(月)9:00
から北部公民館☎(873)4839

春を感じる料理を作ります。
日時u３月22日(木)10:00〜13:00
会場u東部市民SC調理室
材料費u1,000円　先着u16人　
申込u３月５日(月)9:00から東部
市民SC☎(853)1389

時間は10:00〜13:00。会場は秋
田テルサ。申し込みは３月５日
(月)10:00から。☎(826)1800
(開催日、参加費、定員の順で記載)

u桜エビの炊き込みご飯、肉ロールほか
11日(水)、1,500円、16人　

u抹茶ケーキ･抹茶寒天
13日(金)、1,500円、16人　

u男子厨房に入る(本格肉じゃが)
14日(土)、1,000円、16人　

u山野草(ヨモギ、こごみなど)料理
16日(月)、1,500円、16人　

uケーキ屋さんのストロベリータルト
18日(水)、2,400円、８人
…夜の部(18:30〜21:00)も開催

uチーズケーキパンと胚芽ビスケット
19日(木)、1,800円、12人　

u男子厨房に入る(肉汁ハンバーグ)
20日(金)、1,000円、16人　

uこどもの日は飾り巻き寿司
25日(水)、1,800円、16人　

uこどもの日はエビチリと煮鶏料理
27日(金)、1,500円、16人

健康や教養などの講話、体験学
習、移動学習など。対象u河辺地域
の女性 日時u６月から来年２月
までに年５回、10:00〜12:00　
会場u河辺市民SCほか　
年会費u1,000円(実費負担あり)
申込u３月16日(金)まで河辺市民
SC☎(882)5171

自分も相手も大切にして、上手に
気持ちを伝える方法を学びます。
日時u３月24日(土)13:30〜15:00
会場u中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)　お茶代 u100円　先着
u20人 申込u３月５日(月)9:00か
ら生活総務課☎(888)5650

■市場発 野菜とくだもの塾　
講話と調理。対象u18歳以上で全
日程参加できるかた(初参加のか
たのみ)　日時u４月から来年３月

までの毎月第３金曜、10:30〜
13:00　会場u卸売市場(外旭川)
材料費などu実費負担　定員(抽
選)u21人(グループでの申し込み
は不可)　申込uはがきに、住所、氏
名、性別、年齢、電話番号を書い
て、３月15日(木)まで(当日消印有
効)、〒010-0802 外旭川字待合
28 丸果秋田県青果☎(869)5523
■ロシア語講座　
日程u４月９日(月)から９月中旬ま
でに、各20回程度。入門編は毎週
木曜17:30〜18:30、初級編は毎
週月曜17:30〜18:50、中級編は
毎週水曜17:30〜18:50　
会場u秋田県商工会館５階(旭北)　
受講料u各17,000円(教材費など)　
先着u各８人　申込u４月２日(月)
まで秋田県貿易促進協会

☎(896)7366
■西馬音内盆踊り講習　日時(いず
れも３月)と会場u16日(金)19:00
〜21:00＝中央市民SC多目的ホー
ル(市役所３階)、24日(土)10:00〜
12:00＝八橋地区コミュニティセ
ンター、28日(水)13:00〜15:00
＝八橋地区コミセン 問u代表の中
川さん☎090-5831-5799

水産物や青果、花きを特別販売。
日時u３月17日(土)9:00〜12:00　
会場u卸売市場(外旭川) 問uあき
た市場マネジメント☎(869)5294

｢ふしぎなふしぎなトイレの国｣
｢ねずみくんのチョッキ｣｢ねぎぼ
うずのあさたろう｣を上映。
日時u３月23日(金)10:30〜11:30
会場･問u東部市民SC☎(853)1389

広報あきた　平成30年３月２日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ
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表紙の
はなし

土崎みなと歴史伝承館の駐車場からは、セリオンが見えます。秋田港にもほど近く、
曳山まつりのメイン会場でもある本町通りも目と鼻の先。地域の歴史を学び、そして街
中をぶらり。オープンしたら、またひと味違った土崎の散策も楽しめますね。

親子でキャラクターパン作り

催　しコミュニケーションカフェ
春の料理｢弥生御膳｣

女性学級 河辺さわやかセミナー

秋田テルサ 料理教室(４月開催)
春休み子ども映写会

みんなの掲示板①

手･足型サンドキャスト体験

卸売市場開放デー



広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号 ☎018(888)5471　■この冊子は単価１部21.816円です

720円(年間パスポート1,230円)、高校生以下無料

園内の案内などをお手伝いしていただけるボランティアガイドを募集します(高校生以上のかた)
日曜･祝日の都合の良いときに活動していただきます。制服、名札、ボランティア保険を園で準備するほか、
活動時は入園自由です。申し込みは、３月23日(金)まで大森山動物園へ。25日(日)に入会説明会を行います。

名誉園長の高木美保さんと小松園長のトークイベント(10:00〜)
開園45周年を迎えた大森山動物園の今年の話題など

をご紹介します！ 動物たちも登場。会場は、ビジターセ
ンター動物園エリア。参加者にはプレゼントもあるよ！

通常開園

正面ゲートでオープニングセレモニー(8:50〜)
動物たちやオモリンがお出迎え。先着50組に

動物園オリジナルグッズをプレゼント♪

開
園
イ
ベ
ン
ト
(17
日
)

17日(土)･18日(日)はイベントもりだくさん！(★は連日開催)
★無料エサやり体験(カピバラ、ゾウ、キリン、サルなど)
★大屋根広場で手作り雑貨などのクラフトショップを開催！
★なかよしタイム…ウサギ、モルモットとふれあえる♪
★17日、ズーショップでお楽しみ袋の販売や軽食森のこまちで抽選会を開催
★18日、秋田公立美術大学生による無料フェイスペイント(9:00〜12:00)

もうすぐ会えるね!!

高木名誉園長

３/17
9:00〜16:30

(土)

問い合わせ ☎(828)5508　入園料
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